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表彰の紹介             

 

平成30年１･２月のおもな予定  

・ 8日(月)  ： 成人の日のつどい ベイコム 

・ 9日(火)  ： 始業式 

・10日～11日： 課題テスト 

・26日(金)  ： 1年実力テスト 2年到達度調査 

・27日～28日： 新入生制服採寸 

・31日(水) ： 2年校外学習（京都） 

・2月7日(水)： 新入生保護者説明会 

・23日(金) ： 小中連携授業･クラブ体験 

・21日～23日： 期末テスト 

 http://cen-web/school/j09/index.htm 

・陸上部 市内総合体育大会 男子駅伝競争競技大会 総合第2位 1時間3分47秒        

  ①勇(3-5)※，②林(2-3)，③山本(3-5)※，④山内(3-2)※，⑤廻(2-2) ⑥藏元(2-3)※           

・市内読書感想文 入選                          ※：区間賞第2位  

  橋本(1-1)，髙原(2-1)，永澤(2-2)，山中(2-3)，河野(2-4)，山尾(2-4) 

  戸間(2-5)，紅野(2-5)，山崎(2-5)  

・第37回全国中学生人権作文コンテスト兵庫県尼崎大会 入選 

  「気づけた大切さ」石井 藍子(3-2)  「障害者と健常者のズレ」長谷川 玲海(3-3) 

新生徒会役員決まる 

新しい時代に求められる力とは 新しい時代に求められる力とは 
 12月7日(木)に生徒会選挙が行われ、新生徒会が誕生しました。児童会の経験者も多く、
堂々と抱負を演説してくれました。生徒会活動には大きく二つの目的があります。ひとつは、
皆さんがより良い学校生活を送れるよう、問題点や課題などを改善・解決するために組織さ
れ、選ばれた生徒会役員は、中心となって企画・運営を行います。もう一つは、18歳から皆
さんは有権者になり、政治に参加していきます。その意識作りをしてもらうためです。新聞
やテレビ、ネットなどから様々な情報を収集整理し、ひとりひとりが正しい判断ができるよ
うになってほしいです。旧生徒会役員の皆さん一年間本当にお疲れ様でした。 

ちょっとニュース  

役　 職 学年・ 組 氏  名 役　 職 学年・ 組 氏  名

会　 長 ２ 年２ 組 中杉　   奏 体育部長 ２ 年３ 組 宮崎　 　 奏

副会長 ２ 年３ 組 木村　   陸 ボラ ンティ ア部長 ２ 年５ 組 福西　 氣生

副会長 １ 年４ 組 長谷川 夏己 美化部長 ２ 年３ 組 瀬川　 怜平

書　 記 １ 年２ 組 吉田　 美優 図書部長 ２ 年３ 組 福永　 渓心

風紀部長 ２ 年５ 組 土屋　 友一 保健部長 ２ 年１ 組 岡村　 美海

文化部長 ２ 年５ 組 紅野　 夢依 よ ろし く お願いし ま す

 10月に台風の影響で、屋上の防水シートが
破損、３階の教室では雨が漏ったり、天井が
はがれ落ちたりと、生徒の皆さんには不便を
掛けています。教育委員会も素早く対応して
くれていますが、高額な予算が掛かることな
ので、修繕まで時間を要しています。校舎も
築54年なので、あちらこちらに修理が必要な
箇所があります。保護者アンケートにも、
「トイレを洋式に変えて欲しい」という要望
がありましたが、安全を第一に優先しますの
で、残念ながらまだそこまで行かないのが現
状です。 

はがれた天井とその破片 

 現在の中学３年生が大学を受験する時から、入試の内容が変わります！このテストでは、
国語と数学で記述式問題が導入され、思考力・判断力・表現力をより深く問う出題になるよ
うです。これまでのマークシート式に加え、表現力などを見る記述式の問題は、試験時間を
延長することも検討されています。さらに、英語については、民間の資格・検定試験を使い、
４技能（読む・聞く・話す・書く）を測定するようです。また、２次試験では、学力試験だ
けでは測れない能力を志望理由書や学習計画書、調査書、面接などを活用し、測定すること
を検討しています。                                
あ近年、高校入試においても学区が拡大され、各学校が特色ある教育内容を打ち出し、様々
な学科や特色ある選抜制度を導入し、変化の激しい社会においても対応できるように選択幅
を広げてきました。中学校においても、子どもたちがどのような職業に就くかにかかわらず、
予想できない変化に自ら進んで向き合う力を付けていかなければなりません。そのため、大
成中学校は、これまでの知識や技能の習得に加えて、思考力・判断力・表現力を育成し、１
年生から「アクティブ・ラーニング」と呼ばれる、生徒同士での主体的、対話的な学びを授
業の中に組み入れ、より深い思考や理解の実現を目指す授業作りの研究を進めています。      

英語ペアワーク 数学アクティブラーニング ボランティア活動 性教育講演会 

着こなしセミナー  

 高校入試が近いということもあり、12月
14日、制服メーカー（FUKYO OZAKI)の栗岡
氏に来校願い、全校生に制服の着こなしセ
ミナーを開きました。｢制服を着る意義｣や
｢第一印象の大切さ｣､｢制服の正しい着こな
し方｣､｢社会が求める人材｣などについてわ
かりやすく教えてもらいました。なんと、
第一印象は３秒で決まり、その決定要素は、
半分以上が見た目だということでした。ま
た、スカートのたけを短くしたり、シャツ
を出したりといった｢着崩し｣についても､
｢なぜ、きちんと着ないといけないのか｣を
専門家の目線、社会人の目線で話してもら
いました。教師も生徒とともに本当の着こ
なしの意味を学ぶことができました。 


